
<B苓吏探究＠＞縄文時代｀® 教科書：P.91v P.10 
回縄文文化の生活
①縄文文化の生活は（呼． ）・（お ）・（％． ）など、郁項物(J)
獲得を主としておリ、 (27. )時代‘に始まっR= (18. )文化の生産経
済ではな力‘昇た。（←稲作が始まる弥生時代がら）

I(1) 纏文文化の生活ズタイルは？ ( ) 

＠位 ）には (29. )を知先につけた (I~. )が使われ狩リの［＼巴
トナーとして (30. )が使われた。 公△← (31. )• (3:J. )石器
知蜘皮をはぐために（33. )という（祝 ）石器も用I ＼うた。（品）
1)狩椎暉として知先端1こつけ却た石程のことを？ ( ) 

®（お． ）は．クリヤドンゲリなとの未涙で、マメ癖なとの栽尭も行OOた。エ劉
用に（お． ）［岩録］．稔実をすリつぶす賊の (36. ）・（打 ) 
なとの石器が使用された。

区®→.:t据り用）。（3：謀叫採）巴竺木の実の利コ］．し
(1)縄文蒔代‘本の実をすリつぶすのに使われた石器la:? ( ) 

ｮ(26. )は湿暖化によ甜譴疇諜麟した。26の道具に動渤の骨行I\‘
で作某鱈＋·壺．ャスなとの（41. )ゃ網のおもりに使某 (42 )・
(4-3 )がある。各地で発見される（件 ）とよ由念船ヵら、 26カ‘｀蕊‘んに
行われていたことがわ力溶。 U も← 41

I(I) 漁労の道且に使わ打た針南•鋸なとを何と＼＼ぅ？ ( ) 

®26が発達したのは人々ヵ喰べた目骰ゃ魚の骨なと·湘舎てたも泣珍量につも』た
（も ）ヵもわ謬。 18竹年アメリカの生物学者（化 ）が東京にあ恣
(47. )を発掘蔀査したことで、 8本の考古学の研究ガ始まる。

(1)縄文時代の人々ヵゞ食べた貝殻ゃ魚の骨なとオ含てたも冗が共話責してできた
還踪を何と＼＼交 ( ) 
(2)近代‘科学としての考古学の研吃の発端となった、モーズが1舒奔I~裾灌睛祠盃．
した遥描ミ Iさ？ ( ) 
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